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1 は  し が  き

乳用雄子牛における哺育育成期 (生後 182日令)ま での

栄養水準の違いが,肥育成績におよばす影響について検討
し,IE育開始後52週 まで中間成績について報告する。

2 試 験 研 究 方 法

1 試験期間
試験の開始は,昭和52年 3月 8日 から7月 12日 までの間

表 1 試験開始時の供試牛の概況

試 験 区

II

( 60

ある。

3 給与飼料
給与飼料は表 2の通り,肥育配合及び稲わらを自由採食
させた。

表 2給 与 飼 料

飼 料 の 種 類
養 分 量

備 考
DCP TDN

くみあい配合肉牛1巴育用 105% 740% 自由採食
稲 わ ら 37 1 同 上

4管 理
肥育牛房は,707(20X35π )に単飼とし,敷料 は
おがくずを用い 給水はウオーターカップを用いた。

に随時行ない,llE育 目標体重は700協とした。

2 供試牛及び試験区の構成
供試牛および試験区の構成は表 1の通り,場内生産で,
生後 182日 令 (6ヵ月令 )ま での栄養水準を, 日本飼養標

準の1区 (100%),1区 (80%),皿 区 (60%)で 哺育育
成した乳用雄子牛

'頭
を用いた。

なお,供試牛の哺育育成期間(182日 令)中のDOは,I
区095的 . Ⅱ区 085″, H区 071りであつた。

また,供試牛のMl・ 2お よびM6・ 7は 2卵性双児で

体重 (0
時

239

246

258

217

234

231

2157

5 調査項目
は)体重及び体各部の測定
体重は 2週間隔で,体各部は開始時,中間,終了
時に測定した。

●)給与飼料の組成。
(31 採食量と養分摂取量。

(4)疾病の発生状況。

15)と 殺解体調査。
16)経済性。

6成 果 の 概 要

本試験は,現在肥育試験を実施中であるが,肥育開始後
52週までの中間成績について述べる。

発育成績 : 月じ育開始後52週まで増体については図 1の
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表 6 増体成績 0～ 12週  (84日 )

表 4 増体成績 13～ 38週  (182日 )

04

1 06

0 99

図 1 体重の推移 (各区平均指数による )

通り,増体の推移 (指数による)をみると,0～ 12週,13
～ 38週 , 39～ 52週の3つに分けられる。
0～ 12週までは表 3の通り,DOは 1区 146り (増体指
数150%), 1区 148切 (155%),皿 区 145″ (156%)
となり, 1・ 田区に成長のとり戻し現象がみられた。

13～ 38週までは表 4の通り,DOは I区 104ん,(151%),
1区 106り (155%), 皿区0'9り (153%)で , 0～ 12
週までと同様の傾向をしめした。

39～ 52週までは表 5の通り,DGは I区 072た,(113%),
]区 071り (110%),m区 060″ (111%)と なり,区間
差はみられなかつた。

0～ 52週までの全期・ lでは表 6の通り,DOは I区 105
り(255%),1区 106″ (270%),Ⅲ 区098旬 (267%)
となり, 1, Ⅲ区に成長の取り戻し現象が見られた。

表 7 52週 まで養分摂取量

表 5 増体成績 39～ 52週 (98日 )

表 6 増体成績52週 (364日 )

飼料及び飼料養分摂取量 : 肥育開始後52週までの飼料
及び飼料養分摂取量は表 7の通り,1協増体に要した濃厚飼

料摂取量は, I区 8761r9,1区 863り ,皿 区 887″で,Ⅱ
区が少なかつた。

増体の推移別でみると,0～ 12週 までは,I区 529的<
Ⅲ区892均 <I区 905協となり, 13～ 38週までは, 1区
884″ <皿 区892切 くI区 905ん,で,39～ 52週では,I
区1349″くⅡ区 1403た,く 皿区 1523た夕の順であつた。
1り増体に要した養分摂取量は, DCPでは I区 0923
概 ]区 0912り,皿 区0933り,TDNは I区 680鉱 1
区 669た,,皿 区 689た ,で,1区が濃厚飼料摂取量と同様に
少なかった。

増体の推移別でみると,DCPは o～ 12週 は,]区 0562
<I・ Ⅲ区0592塚 13～ 38週は,1区 0933協 <皿 区0943

協くI区 0953り,39～ 52週は,I区 1424り <Ⅲ 区1473

4 ま  と  め

肥育開始後52週までの中itil成績では,増体は12週ごろか

ら,比較的低栄養で哺育育成したⅡ 皿区に成長の取り戻
し現象がみられ,お おむね52週ごろまでは勝っていた。

均<Ⅲ区 1625″であつた。
TDNは ,o～ 12週は,Ⅱ 区414りく皿区438た,<I区
440り,13～ 38週は,Ⅱ 区684り <Ⅱ区691確 <I区
699″, 39～ 52週では, I区 1044″<1区 1082切 <
Ⅲ区 1194"と なり, DCPの 0～ 12週 を除いて,濃厚飼
料の摂取量と同様の傾向を示した。

2477 (100)

227 3 (100)

3707(150
3513(155)

3513(100)
337 3 (100)

5443(155)

38携 時体重に分 52調時体重0り 期間増体量(り

(100)

(100)

(100)

6310(113)
6140(■ 3)
5757 (111)

2477(100)
2273(100) 6140(270)

区分

飼 料 期  間
増 体 量
(7r9)

1″
当 り

種  類 摂 取 量
(め
含有率
の

亘塁取
め
摂 1的増体

当り0の
含有率
の
摂 取 量
Cの 当竹視募

I

合

ら調
わ
計

肥
稲

3.359 1
322 1

105
03

352 7
0 ,7

353 67

0 92

0 003
0 ,23

2,485 7

1195
2 605 2

649
031
6 80

(100)
383 3

084(100)

Ⅱ

合

ら訓わ
計

肥
稲

3,338 0

3139
3505
09
351 4

2,470 1

1165
2 586 6

(101)
386 7

863('9)
0 81 ( 96)

皿

月じ百 配含

稲 わ ら
計

3,1921
3157

0'3
0 003
0 ,33

2,362 2

117 1

2,4,9 3

6 56
0 33

6 8'
( 94)
360 0

0 88(105)


